
　
第
7
回
東
海
支
部
総
会
を
平
成
13
年
11
月
7
日

に
今
津
教
頭
先
生
に
も
ご
来
名
い
た
だ
き
18
名
の

出
席
者
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児

玉
幹
事
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
終
了
す
る
ま

で
の
お
よ
そ
2
時
間
、
笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
な
く

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
東
海
支
部
で
は
今
後
こ
の
総
会
の
時
の
勢
い
に

乗
っ
て
会
の
若
返
り
と
、
月
1
回
の
定
例
会
を
継

続
し
、
東
海
在
住
の
大
濠
O
B
の
多
数
参
加
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
質
実
剛
健
」
と
い
う
大
濠
魂
は
世
代
を
超
越

し
た
共
通
認
識
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
我
々

の
心
の
根
底
に
は
、
こ
の
「
大
濠
魂
」
が
深
く
根

付
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
濠
で
培
っ
た
「
魂
」

を
心
に
、
東
海
支
部
共
々
、
一
歩
一
歩
着
実
に
成

長
し
て
行
き
ま
す
。
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関西支部のみなさん (於 テルモントレ大阪)

　
関
西
支
部
は
、
あ
の
森
山
良
二
投
手
を
擁
し
て

学
校
創
立
30
年
目
に
甲
子
園
初
出
場
を
果
た
し
た

と
き
の
ス
タ
ン
ド
で
の
応
援
の
仲
間
が
原
点
で
し

た
。
そ
し
て
早
や
21
周
年
を
迎
え
て
、
現
在
で
は

会
員
数
も
五
〇
〇
余
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も

初
出
場
初
勝
利
の
感
激
で
、
皆
で
泣
き
な
が
ら
校

歌
を
歌
っ
た
こ
と
な
ど
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
年
一
回
の
総
会
を
挟
ん
で
忘
年
会
・

新
年
会
そ
し
て
家
族
同
伴
の
花
見
会
・
紅
葉
狩
り

な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
例
に
も
れ
ず
マ

ン
ネ
リ
化
の
傾
向
が
み
え
、
メ
ン
バ
ー
も
殆
ど
変

り
な
く
、
し
か
も
ジ
リ
貧
の
状
態
で
す
。
人
は
若

い
時
は
仕
事
に
恋
に
、
結
婚
す
れ
ば
ど
う
し
て
も

家
庭
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
定
年

を
控
え
人
生
の
黄
昏
時
を
迎
え
た
時
、
友
達
が
、

故
郷
が
、
懐
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
の
為

に
も
私
達
は
「
継
続
は
力
な
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

少
人
数
で
も
い
い
、
細
く
長
く
「
そ
こ
に
行
け
ば

博
多
が
あ
る
」
と
い
う
同
窓
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
近
若
い
人
の
ア
イ
デ
ア
で
８
月

に
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

願
わ
く
ば
若
い
人
の
積
極
的
な
参
加
で
支
部
の
活

性
化
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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平
成
13
年
10
月
の
筑
紫
支
部
総
会
で
は
、
今
後

の
支
部
運
営
と
役
員
改
選
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
会
員
が
気
軽
に
総
会
に
参
加
で
き
る
よ

う
イ
ベ
ン
ト
等
を
催
し
、
会
の
若
返
り
を
図
る
た

め
、
幅
広
い
年
齢
層
を
集
め
て
活
気
あ
る
支
部
を

作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
新
し
い
支
部
長
に
松
本
健
吾
氏

（
41
年
卒
）
を
推
薦
致
し
ま
し
た
。
新
支
部
長
の

も
と
、
2
0
0
2
年
度
か
ら
新
た
な
支
部
運
営
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月
の

理
事
会
で
新
役
員
を
選
出
し
、
３
月
の
理
事
会
で

新
役
員
の
紹
介
と
引
継
ぎ
を
行
う
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
の
支
部
長
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
、

最
も
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
役
員
と
一
緒
に

中
国
大
連
の
外
国
語
学
院
を
訪
れ
、
先
生
と
一
緒

に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
交
流
を
も
て
た
こ
と
で
す
。

以
来
、
交
流
関
係
は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10

年
の
月
日
を
一
区
切
り
と
し
て
、
支
部
長
時
代
に

書
い
た
本
が
文
芸
社
よ
り
出
版
さ
れ
る
に
至
り

（
2
0
0
2
年
１
月
）
、
深
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

　
私
も
長
い
間
支
部
長
を
務
め
な
が
ら
、
何
の
貢

献
も
で
き
ず
に
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
の
支
部
活

動
に
は
、
側
面
か
ら
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
に
や
っ

て
い
こ
う
と
決
心
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
の
会
員
の
皆
様
に
も
、
新
支
部
長
へ
の
協
力

と
よ
り
一
層
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稗
田
邦
雄

筑
紫
支
部

筑
紫
支
部

「寒風なにするものぞ」新年会　(於 桜橋百番)

支部だより(各支部からの報告)
●関東支部

●関西支部

●東海支部

●筑紫支部

●鶴友会

●つつじ会

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
新
世
紀
は
内
外
と
も
激
動
の
一

年
で
し
た
。
支
部
も
新
体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。
支
部
の
紹
介
を
支
部
の
近
況
と
、
全
国
大

会
の
応
援
・
観
戦
記
と
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
、【
支
部
の
近
況
】　
第
十
九
回
支
部
同
窓
会
（
十

月
十
九
日
）
は
校
長
代
理
広
瀬
教
頭
、
同
窓
会
か

ら
は
安
藤
会
長
・
郡
田
・
本
村
副
会
長
・
鬼
塚
理

事
、
重
本
関
西
支
部
長
・
江
崎
東
海
支
部
長
・
井

本
有
信
会
東
京
支
部
長
の
御
来
席
を
賜
り
、
五
年

間
連
続
「
私
学
会
館
」
で
開
催
、
盛
会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。
　

　
支
部
長
は
田
中
恒
徳
支
部
長
（
二
回
生
）
で
、

支
部
の
運
営
は
【
三
役
会
】
で
指
針
事
項
の
検
討
、

『
役
員
会
』
で
の
審
議
等
を
行
い
運
営
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
「
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス
」
顔
を
合
わ
せ
会
話
を
す
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
役
員
は
月
に
一
回
は
集
ま
る
こ
と
と
し
、

同
窓
生
の
触
れ
合
い
と
連
帯
感
の
醸
成
を
狙
い
に

し
て
い
ま
す
。
恒
例
の
観
桜
会
・
家
族
旅
行
・
新

年
会
等
は
好
評
で
し
た
の
で
新
年
度
も
計
画

し
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
は
支
部
発
足
二
十
周
年
に
あ
た
り

節
目
の
年
と
な
る
た
め
、
同
窓
生
各
位
の
御
指
導

御
鞭
撻
の
も
と
、
役
員
会
員
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

関
東
の
同
窓
生
「
キ
ン
シ
ャ
イ
　
待
っ
と
る
バ
ィ
」

二
、【
応
援
・
観
戦
記
】
東
京
体
育
館
に
て
第
32
回

全
国
高
等
学
校
選
抜
優
勝
大
会
「
ウ
イ
ン
タ
ー
カ

ッ
プ
」
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
）
。

　
準
決
勝
は
土
浦
日
大
と
対
戦
。
前
半
は
47
対
46

の
1
点
差
で
気
を
持
た
せ
た
が
、
自
力
に
優
る
大

濠
が
107
対
85
で
快
勝
。
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
優
勝
戦
は
能
代
工
業
（
秋
田
）
と
78
対
90
で
惜

敗
、
残
念
の
感
を
深
く
し
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
前
半
の
接
戦
に
つ
い
て
、
バ
ス
ケ

Ｏ
Ｂ
の
言
を
借
り
れ
ば
「
日
大
は
最
高
の
状
態
、

大
濠
は
実
力
が
あ
り
基
礎
も
で
き
て
い
る
の
で
大

丈
夫
」
と
の
こ
と
、
後
半
は
安
心
し
て
応
援
出
来

ま
し
た
。

　
決
勝
は
前
半
は
54
対
68
、
後
半
は
開
始
後
一
桁

の
５
点
差
ま
で
追
い
上
げ
、
勝
利
に
期
待
を
も
ち

ま
し
た
。
後
半
は
実
力
伯
仲
の
試
合
で
し
た
。
し

か
し
、
能
代
工
業
の
エ
ー
ス
の
、
よ
り
遠
い
所
か

ら
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
所
々
に
決
ま
り
、
誠
に

残
念
な
試
合
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
（
28
日
）
夜
半
の
Ｔ
Ｖ
で
再
観
戦
。
会
場
で

の
観
戦
と
異
な
る
点
は
、
能
代
の
応
援
に
比
べ
、

大
濠
の
応
援
に
ひ
と
工
夫
ほ
し
か
っ
た
、
と
の
印

象
を
も
っ
た
こ
と
で
す
。
能
代
の
統
制
あ
る
応
援
、

切
れ
目
の
な
い
姿
勢
と
態
度
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

力
を
感
じ
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
。

　
し
か
し
、
大
濠
も
お
母
様
方
の
結
束
し
た
応
援

は
選
手
に
大
き
な
励
み
と
力
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
支
部
の
応
援
に
つ
い
て
は
反
省
し
今
後
の

応
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
の
「
リ
ベ
ン
ジ
」
上
京
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

支
部
合
言
葉
”キ
ン
シ
ャ
イ
　
待
っ
と
る
　
バ
ィ

“　
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関東支部のみなさん 第十九回　記念写真

ウインターカップ、試合の一コマ(東京体育館)

バスケット部　ウインターカップ準優勝
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